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第 235 回例会
日時：2022 年 7 月 7 日（木）　於：八戸プラザホテル　12：30 〜　　▶司会　村岡徹弥 SAA

▶ビジター　なし　▶︎ゲスト　なし　▶四つのテスト　工藤良弥

　皆さんこんにちは。今年度から会長を務めさせていただきます。大役ですので本当に緊張して
います。力不足ですが、皆さんのお力をお借りしてやっていくしかないなと思っておりますので、
どうぞお力をお貸し頂ければありがたいと思っております。精一杯頑張りますので、どうぞよろ
しくお願い致します。今年度のロータリーのテーマは、ご覧のように「イマジン」とあります。
国際ロータリー会長の方が仰られた訳を読んでみます。「想像してください。私達がベストを尽く
せる世界を。私達は毎朝目覚めるとき、世界に変化をもたらせると知っています。また、私達に
は皆夢があります。しかし、その実現のために行動するかどうか決めるのは私達です。昨日の事

今回のお弁当四つのテスト　唱和
工藤良弥　会員

会長要件（小林周子　会長）　
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松田郁子　会員

ニコニコボックス
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を想像する人はいません。それは未来を描くことです。」とのことです。最初読んだ時にはピンときませんでした。私がこ
のイマジンという言葉を知ったのは 1971 年、ビートルズのイマジンでした。その訳詞を読んでみますと、全く今現在に通
じるのです。戦争反対、戦争は何故起こるのか、それは宗教による軋轢だったりとか、人種差別だったりとかが心の中にあ
ることによるもので、それは違うでしょ、というふうに歌詞の中にはあります。そういうことが取っ払えれば、私たちは平
和に暮らしていけるはずだということが書いてあります。ジェンダーと最近言われておりますけれども、そういう差別のこ
とさえも書いてあります。それが 50 年も前にもう歌詞の中に書いてあるんですね。国際ロータリーの会長さんが仰ること
を私なりに考えてみましたけれども、想像してくださいということは、私たちに何が出来るか、差別のない世界で何を行動
できるかというのを想像してごらんなさいということだと思います。
　今日は七夕で、子供たちの前で「私は毎年、世界が平和でありますようにという風に書きますが、世界が平和ということ
はどういうことか分かりますか？戦争が無いことだよ。お友達のおもちゃをいきなりとったら喧嘩になるけれど、そういう
時は、貸してねってちゃんとお話しすれば分かること。お話しすることが大事で、そういう気持ちが世界平和に繋がるんだ
よ。」ということを言いました。小さな時から平和精神というのを宿しておけば、子どもなりにも世界平和、戦争はだめなこと、
という気持ちが育っていくのかなと思い、話しをしました。
　私たちに何が出来るか小さな力かもしれませんが、目の前にある目標に向かって積み重ねていくことでいずれは大きな力
になるのかなあと思っております。そして今年度の目標を 5 つあげました。1 つ目は、持続可能な奉仕活動です。先日ゴミ
拾いを行いましたが、皆さんいかがでしたか？私は、通りすがりの方にご苦労様ですと声をかけていただき、すごく気持ち
いいなと感じました。そういうすぐにでも出来ることは持続していくべきだなと感じております。2 つ目は、退会防止と会
員増強です。3 つ目は、DEI があらゆる活動に根付くことです。こちらは次回、詳しくお話しさせていただきます。4 つ目は、
ローターアクト・インターアクトの支援、5 つ目は、公共イメージの向上です。SNS を用いて、ロータリーがどういう活動
をしているかを発信し、若い人たちにも奉仕活動の意味を伝えていく必要があるのかなと思っております。今年度はこの５
つの目標を掲げましたので、皆さんどうぞご協力・ご支援の程お願いしたいと思います。1 年間、頑張っていきたいと思っ
ておりますので、何とぞよろしくお願いいたします。
誕生日祝い

大嶌泰雅会員（7 月 12 日生）
皆様大変ありがとうございます。52 歳になります。腹いっぱいうまいもん食いたいなとか、酒飲
みたいなとか欲ばかりの人生でしたが、50 を過ぎたあたりから、自分の人生の中で何か足跡を残
すようなことが無いかと考えるようになりました。先週は工藤初代会長の、好きな色を問われた
ことがない少年院の少年のお話をお伺いして、そういう人たちに何か出来ることはないかと、ま
だ何もしてないのですが考えております。自利・利他、自分を生かしながら他の人たちにもとい
うことを、残りあと 20 年になるか 30 年になるかは分かりませんけれども頑張っていきたいと思っ
ておりました。これからもご指導よろしくお願いいたします。



・会　長　小林　周子　　
・幹　事　畠山　徳陽　　
・副会長　蛇口　和憲

・例会場　八戸プラザホテル
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小林　周子　会　長：今年度会長を務めさせていただきます。力不足ではございますが、精一杯頑張りますので
　　　　　　　　　　皆様ご協力を宜しくお願い致します。
畠山　徳陽　会　員：皆さんこんにちは。本日より幹事を務めさせていただきます。宜しくお願い致します。
村岡　徹弥　会　員：小林会長、畠山幹事、1 年間宜しくお願いします！
小芝　道子　会　員：夏の暑さから解放されてホッとしています
小笠原信子　会　員：本日もどうぞ宜しくお願い致します。
小笠原美千代　会　員：今日も良い日でありますように！
三浦　節子　会　員：７ヶ月ぶりの例会です。今日は宜しくお願いします。
工藤　良弥　会　員：今年度、小林会長そして皆様宜しくお願い致します。本日の七夕、何もなし。
蛇口　和憲　会　員：今夜晴れるかな？
新戸部弓子　会　員：本日もよろしくお願いします。
藤井美保子　会　員：暑かったり寒かったりで体調管理が大変ですね。
大嶌　泰雅　会　員：52 歳になりますが…七夕の願い事を昨晩書きました。欲だらけでまだまだ精進が足りません。
田沢　英治　会　員：上を向いている限り絶対にいいことがある！下を向いてもお金は落ちていない。
　　　　　　　　　　畠山さまに一言、ちょっと先輩として…公平にとおっしゃいましたが、査定する場合には公平に、
　　　　　　　　　　話を聞く場合には平等に、ということを私は心がけております。以上です。

会員総数 36 名　会場出席者数 14 名　オンライン出席者数 2 名　出席率 44.4％

幹事報告（畠山徳陽　幹事）
・例会変更：八戸東 RC 7/22 → 7/26（合同例会に変更）　八戸 RC 7/27 → 7/26（合同例会に変更）　
　八戸南 RC 7/28 → 7/26（合同例会に変更）
・7/11 JUMP 寄付金の贈呈式：工藤初代会長　小芝道子会員　寄付贈呈予定
・7/23 ロータリー財団セミナー：杉本勉会員参加予定　コロナ感染状況により変更あり
・ロータリー文庫について：ユーザー名 rotary-bunko　パスワード sugahara@2022 で閲覧可能
・ロータリーの友について：電子版 ID 2830-49527　パスワード 49527-221 で閲覧可能
　今年 1 年間幹事を務めさせていただきます、畠山です。来年は会長をやるのですが、その次には

私が誰かを会長に指名する事になります。私が指名した会長が任期を終えるまでのここからの 3 年間は本当に一生懸命やり
たいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
　毎年この時期は従業員にボーナスを出すのですが、4 つのテストのうちの 1 つであるみんなに公平かということを思いな
がら査定をします。公平に似ている言葉で、平等という言葉がありますが、真逆の意味になるんですよね。一生懸命働いて
いる人に沢山あげて働きの少ない人に差をつけて、というのが公平、やっている人もやっていない人も皆一律にというのが
平等ということです。公平にすると劣る人たちからの不満が出て、平等にするとやる人たちからの不満が出てくるわけなの
で、ずっと悩んでいましたが、ロータリーに来てからは公平の方をとって、出来る人にはあげて出来ない人には少し少なめ
という決め方でやっています。一応、答えを出してもらったということでロータリーには非常に感謝しております。簡単で
すが、私からの挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。
オンライン参加者より一言

髙橋雪子会員：なかなか行けなくてとても残念ですけれども、気持ちはそこにいるつもりです。
畠山さんのお言葉を伺いまして、早く私も幹事と会長をやってその次の年は会長をサポートでき
るようになりたいなと思っております。会長要件はこんなことを言いたいなというのを書き留め
て 3 冊出来上がりました！やはりロータリーは素晴らしいと思います。なかなか行けなくて距離
を置いて感じさせていただいておりますけれども、ボランティアの言葉というのが世の中を支え
ているような気がします。うちの学生で中国からおいでになっている学生がいるのですが、いず
れ米山奨学生として推薦させていただきたいと思いますので、そのときはどうかご理解・ご協力
をお願いいたします。

髙橋正知会員：なかなか出かけられないですけれども、皆さんの言葉を聞いてほっとしております。この世の中の経済とか
いろんな面で、ウイルスで少し頭をたたかれたんだから、生き方を変える、従来のやり方だとだめだぞという教訓を得て人
間の知恵でなんとかコロナを克服したいと考えております。皆さんご自愛ください。
出席報告（松田郁子　会員）

ニコニコボックス（田沢英治　会員）

JUMP 支援金贈呈式の様子（2022.7.11）


